
センター国語科では「資質・能力」をこのように位置付けます

単元など内容や時間のまとまりの目標やねらいに据えられる
各領域における指導事項。

センター国語科では「活用・発揮」をこのように位置付けます

新たな課題を解決するために，児童生徒自らが身に付けた資質・
能力を生かすこと。

つまり，単元などにおいて振り返り等で価値付けた
資質・能力を，新たな課題を解決するために再び用
いることを「資質・能力の活用・発揮」とし，その
ための単元構想や学習活動の中に設定する手立てと
しての言語活動を「アイディア」として提案します。


